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※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

· 9月分の給与明細がメールで送信されています。各自の受信ＢＯＸを確認して下さい。

· 雑務員は土曜日には風呂場の掃除に来ませんので忘れずに病棟で行って下さい。

· 各自、9月分のカルテチェックと中間サマリーを進めて下さい。
＜グループワーク＞

○自閉傾向の患者様へのアプローチ

· 暖かく支持的な態度で接する様にしている。

· 部屋で過ごしている時は声を掛け離床を促すが強制はしないようにしている。

· 心配事や不安があるのであればいつでも話して下さいと優しく声を掛けている。

· 焦りやプレッシャーが強まると再発の可能性が高まる為、実際の生活状態に合わせて交流等を促している。

· ホールで過ごす事や他患者様と交流が見られた時は褒める様にしている。

· 一人で過ごしている時は隣に座り世間話しを話し掛けて徐々に増やす様にしている。

· 対人関係のストレスで自室へこもる、一人で過ごす等の回避行動は理解して接しているが再発のきっかけになる為、観察が必要と思います。

· 過剰な話し掛けでストレスを受けない様、負担にならない様にして声を掛ける様にしている。

· 声掛けすると嫌がる患者様がいるがその時はどうしたらよいのか？

：しつこくせずに服薬時や移動時の何か行動をしている時やチラシを見て選んでいる時、掲示板等を見て何か考えている時などタイミングを見て話し掛けてみる。

· 声を掛けても幻聴や妄想様の返答があった場合はどうしたら良いか？

：否定も肯定もせず現実的な話題に持って行く様にするが出来ない場合は一度その場を離れ時間を置いて話しかけるようにする。

· 本人の状態にあわせて日常的な行動や社会的な行動を促し出来ていたら褒める。出来ていない場合でもきちんと評価する。

· 過大な期待や圧力をかけない様にし本人への批判的な言動などはしない。

· 過保護や過干渉にならないようにしている。

· 感情の表出が上手く出来ない患者様へは焦らせず本人のペースで会話してもらうようにする。


































